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	トムスフロントスポイラー取り付け
	
	塗装前にスポイラーを車両に仮当てし、各部に不具合がないか確認する。またスポイラー取り付け穴の位置のスクリューをマークしておく
	塗装後、スポイラーの両面テープ及びエッジモール貼り付け面を脱脂し、⑪プライマーを塗る
	⑫両面テープを貼り付け、端面の離ケイ紙を５０ｍｍほどはがし、離ケイ紙をスポイラー表側にマスキングテープで止め
	圧着は５Ｋｇｆ\(４９N\)以上で圧着する

	アンダーカバーのスクリューをはずし、③ブラケットを取り付ける
	⑧タッピング取り付け位置のアンダーカバースクリューをはずす
	フェンダー部の⑥タッピング取り付け位置の純正スクリューをはずす
	車両側の取り付け部分を十分脱脂する
	脱脂が不十分の場合エアロパーツが脱落する場合がある。

	「組み付け図」を参照しながらスポイラーを取り付ける
	スポイラー両側は、軽く広げながら車両下側から取り付ける（割れないよう注意する　左図参照）
	⑬ゴムスペーサーはスポイラーとボディの間に取り付ける

	両面テープの離ケイ紙を引っ張りながら圧着する
	圧着は５Ｋｇｆ\(４９N\)以上で圧着する（車両が少し揺れる程度押す）

	全てのボルト類を本締めし、ゆるみがないか確認する
	接着が確実でない場合、スポイラーが脱落し重大事故になる場合があるので確実に接着されているか確認する




